
発行者 徳島県

徳 島 県 報 発行所 徳島県監察局

法制文書課

定期第９号 令和元年５月１７日発行

目 次

【告示】

番 号 表 題 担当課名

４１ 都市計画法の規定による工事が完了した件 都市計画課

【企業局告示】

番 号 表 題 担当課名
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徳
島
県
告
示
第
四
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
を
公
告
す
る
。

令
和
元
年
五
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
者

地
域
の
名
称

住

所

氏

名

鳴
門
市
撫
養
町
林
崎
字
南
殿
町
一
六
番
、
一
七
番

鳴
門
市
撫
養
町
斎
田
字
浜
端

西
山
土
地

一
及
び
一
七
番
二
の
各
一
部
並
び
に
一
八
番
及
び

北
一
二
一
番
地
三

一
九
番
並
び
に
一
八
番
及
び
一
九
番
の
各
地
先
市

有
地

小
松
島
市
神
田
瀬
町
字
北
大
地
一
九
番
二
、
二
一

小
松
島
市
金
磯
町
九
番
一
〇

ベ
イ
・
サ
イ
ド
有
限
会

番
一
、
二
一
番
二
及
び
二
〇
番
二
の
一
部

号

社

同

大
林
町
字
中
津
六
五
番
一
の
一
部

同

大
林
町
字
宮
ノ
本

西
内

琢
己

八
五
番
地
四

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
城
ノ
内
二
一
一
番
一
及
び

徳
島
市
国
府
町
南
岩
延
七
九

阿
部

雄
也

二
一
一
番
一
三

三
番
地
の
一

セ
レ
ー
ノ
壱

番
館
三
〇
一

同

字
内
谷
三
一
番
四

同

北
田
宮
四
丁
目
六
番

熊
沢

浩
平

二
〇
―
二
〇
七
号

フ
ォ
ー

熊
沢

裕
美

レ
ス
三
一

同

字
石
井
五
八
六
番
一
及
び
五

同

雑
賀
町
西
開
六
七
番

有
限
会
社
髙
橋
不
動
産

八
七
番
一

地
二
〇

同

高
川
原
字
高
川
原
二
二
四
〇
番
二

名
西
郡
石
井
町
高
川
原
字
高

中
野

雄
介

及
び
二
二
八
一
番
二

川
原
二
二
四
一
番
地

板
野
郡
北
島
町
北
村
字
西
久
保
二
五
番
の
一
部
及

徳
島
市
庄
町
一
丁
目
二
八
番

株
式
会
社
加
藤
不
動
産

び
二
六
番
一

地
一
六

同

江
尻
字
妙
蛇
池
五
〇
番
、
五
二
番

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
東
中

株
式
会
社
あ
い

及
び
五
〇
番
地
先
町
有
地

須
一
〇
九
番
地
七



徳
島
県
企
業
局
告
示
第
一
号

徳
島
県
駐
車
場
事
業
管
理
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
徳
島
県
条
例
第
五
号
）
第
五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項

ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
用
料
金
の
額
を
次
の
と
お
り
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

令
和
元
年
五
月
十
七
日

徳
島
県
企
業
局
長

木

下

慎

次

一

利
用
料
金
の
額

利

用

料

金

の

額

区

分

単
位

金
額

上

限

額

藍
場
町
地
下

駐
車
一
時
間
ま
で

一
時
間

三
百
円

八
月
十
二
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で
の

駐
車
場

日
を
除
く
日
の
午
前
七
時
か
ら
午
後
十

駐
車
一
時
間
を
超
え
る

三
十
分

百
五
十
円

一
時
ま
で

千
円

時
間

松
茂
駐
車
場

駐
車
一
時
間
ま
で

一
時
間

無
料

最
初
の
二
十
四
時
間
ま
で

五
百
円

以
後
の
二
十
四
時
間
ま
で
ご
と

五
百

駐
車
一
時
間
を
超
え
る

一
時
間

百
円

円

時
間

備
考１

こ
の
表
に
お
い
て
、
「
休
日
」
と
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。

２

利
用
時
間
に
、
こ
の
表
に
定
め
る
単
位
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
場
合
の
当
該
端
数
の
利
用

時
間
は
、
同
表
に
定
め
る
単
位
の
利
用
時
間
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

３

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
翌
日
の
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
八
時
間
以
上
藍
場
町

地
下
駐
車
場
に
駐
車
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
時
間
内
の
利
用
料
金
の
額
は
、
こ
の
表
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
六
百
円
と
す
る
。

４

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す

る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
、
療
育
手
帳
（
知
的
障
害
者
の
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、

児
童
相
談
所
又
は
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
に
お
い
て
知
的
障
害
と
判
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て
都

道
府
県
知
事
又
は
地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
の
指
定
都
市
の
長
か
ら
支
給
さ
れ
る
手
帳
で
、
そ
の
者
の
障
害
の
程
度
そ
の
他
の
事
項
の
記

載
が
あ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
乗
車
し
て
い
る
自
動
車
を
駐
車
す
る
場

合
は
、
藍
場
町
地
下
駐
車
場
の
最
初
の
二
時
間
分
の
駐
車
料
金
（
定
期
駐
車
券
に
係
る
料
金
を
除

く
。
）
及
び
松
茂
駐
車
場
の
最
初
の
二
十
四
時
間
分
の
駐
車
料
金
を
無
料
と
す
る
。



二

適
用

令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。


